
＜様式１＞　管理運営状況評価書
【対象年度：平成26年度】 （ ）

①指定管理料のみによる運営

Ⅰ　施設概要・利用情報　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人、％、円、日）

区分 内容　・　説明

(2)施設設置目的

(7)指定管理者名

担当課名

平成20年度（開設年度）

(3)施設が有する設備、機能の
概要

(5)耐震性能の有無 構造部材（有）、二次部材（無）

掛川市総合福祉センター

1
 

施
設
及
び
指
定
管
理
者
の
状
況

(1)設置条例名

市民の健康増進及び福祉の向上を図るため。

福祉活動館（974.72㎡　体育館）、本館（1,883.04㎡　1F　シルバー人材センター・心身障害児学童保育所かざぐるま、2F　社会福祉協議会・共
用会議室、3F　掛川児童交流館・ことばの教室）、東館（342.90㎡　1F　心配ごと結婚相談室、2F　社会福祉協議会障害福祉部門）、多目的広場
（8,040.00㎡）、南広場（1,836.70㎡）、駐車場（6,750.00㎡　駐車台数231台・身障者用駐車台数11台）

(8)指定期間 平成25年10月１日　から　平成28年３月31日　まで

(9)施設の管理運営形態

(10)自主事業の有無

(4)施設建設年度

※実施ありの場合は、収支状況をⅢ－(3)欄に記入のこと。

※実施ありの場合は、収支状況をⅢ－(3)欄に記入のこと。

②福祉施設

　 ※実施ありの場合、（直近の実施年度　平成　　　　年度）

公益社団法人　掛川市シルバー人材センター

掛川市総合福祉センター条例

各館の修繕工事

(13)利用者満足度調査等実施
の有無

施設名 福祉課

(6)将来予想される改修経費
　（想定年度と費用見込み）

(11)その他事業の有無

(12)事業報告書提出の有無

実施あり 実施なし

実施あり 実施なし

実施あり 実施なし

提出あり（地自法第244条の２第７項による提出義務） 提出なし

実施あり 実施なし
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2

75.5%

多目的広場 8,590 10,251 9,147

29,384

福祉活動館 20,295 20,23719,521

H26実績 H27当初 備考

30,000 30,000 ※協定書に記載した要求水準値を記入してください。

(2)稼働率（利用率）

区分 H24実績 H25実績

- -

28,885 29,772

64.5%

A平日昼間 647面÷（２面×194日）＝166.8%

293面÷（２面×194日）＝75.5%

264面÷（２面×110日）＝120.0%120.0%

142面÷（２面×110日）＝64.5%

↓備考欄に算定式を記入してください↓

B平日夜間

C土日祝昼間

166.8%

福祉活動館

109.1%

D土日祝夜間

多目的広場

A平日昼間 181団体÷194日＝93.3%

B平日夜間

93.3%

120団体÷110日＝109.1%

D土日祝夜間

C土日祝昼間

２
　
利
用
状
況

（
施
設
・
設
備
ご
と

）

内
訳

(

施
設
・
設
備
ご
と

）

(1)施設利用者数
（目標値）

（実績値）



1.0

8,837 100 10,000

(4)運営人員
①正規職員

②臨時職員

⑤借上料

308

4.0 △ 1.0

417,284

47,514

H24実績 H25実績

131

③通信費

304

1.0 1.0

３
　
管
理
・
運
営
状
況

1.0

4.0

306 307

※1-(7)　現在の指定管理者と異なる年度のみ記入

4.0 4.04.0

138(2)利用者一人当たりの運営経費 140

区分 H26実績 備考H27当初

対前年度増減率

0

344,422

0 0

4,026,518

④事務用品、旅費、図書費など

2,641,894 2,681,000

314,000

2,668,008

計 4,046,129 3,912,416

52,552

4,934

350,200 317,969

563,461

388,878

0

H27当初予算額

47,250 53,000

350,000

備考

2,663,532

618,518617,190

H26決算額

481,210

△ 3.3

4,068,140

411,450

②印刷費

⑥保険料、消費税（租税公課）等

(1)運営コスト（Ａ）

①人件費

⑦その他(支払手数料、広告宣伝費、一般管理費、雑費）

Ⅱ　施設管理に係るコスト情報　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円、％）

区分 H24決算額 H25決算額

(1)指定管理者名

(3)運営日数

※指定管理者の組織構成員全体の人数ではなく、当該指定管
理施設で働いている実人数を記入してください。

3



4

H27当初予算額H26決算額

4,053,482

175,653 176,000

73,500

0

684,000

49,482

2,544,000

備考

75,600

90,955

50.3 50.3

510,050

49.8

13.6

(5)施設の収入　※１）下記３に入力する 435,050

(3)トータルコスト（施設管理費　合計）　（Ａ）＋（Ｂ） 7,941,000

(2)施設コスト（Ｂ）

13.0(6)運営コストのうち利用料収入の割合 10.8

554,660

2,315,140

⑥保守点検費

(4)合計のうち運営コストの割合 51.0

⑦その他(施設消耗品） 15,558 20,919

3.8

11,402

00

6,500

0

6,500

0 0④燃料費

790,604 600,000

③光熱水費 616,655

93,900

清掃器具洗浄

浄化槽法定検査

区分

90,955

0

93,553

0

75,60073,500

0

0

0

3,866,584 4,014,860

7,779,000 8,083,000

1.0

計 3,894,871

8,080,000

対前年度増減率 △ 0.7

0

0

164,455

⑤清掃費 2,338,875 2,187,525

①管理委託費(外注費) 164,455

消防設備保守点検

浄化槽保守点検

H25決算額

②修繕費 759,328 873,240

712,544

H24決算額

0

629,962



(1)指定管理料のみで運営している施設 　（単位：円）

(2)利用料金制度施設又は指定管理料・利用料金併用制度施設 　（単位：円）

(3)自主事業及び指定事業・その他事業の状況 　（単位：円）

※施設使用料は、掛川市へ収入される554,660

区分 H24決算額 H26決算額

7,941,000 7,779,000 8,083,000

△ 7,268,950

a) 施設利用料金収入 ※施設利用料金は、指定管理者へ収入される

H25決算額

b) 収支差額（　ａ－トータルコスト）

備考

△ 7,528,340

H26決算額

a) 施設使用料収入

区分

435,050

H24決算額 H25決算額

Ⅲ　収支差額の状況　　　　注）【指定管理料施設は(1)欄に、利用料金制度又は両制度併用施設は(2)欄に記入。また、自主事業を実施している施設は(3)欄に記入】

備考

510,050

△ 7,505,950収支差額　　ａ）－ｂ）

c) 　bに対する市の支出額（指定管理料）

H24決算額 H25決算額 H26決算額

b) 指定管理料

備考

a) 自主事業の収入

区分

b) 自主事業の支出

0 0 0収支差額　　ａ）－ｂ）

c) その他事業の収入

収支差額　　c）－d） 0 0 0

d) その他事業の支出
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6

93.1%

29,384人F　施設の利用者数

評価項目

A　施設全体の満足度

B　サービス内容の満足度

C　従業員応対の満足度

D　施設安全対策の満足度

E　美観・清潔感の満足度

要求水準 実績

85%

85%

85%

85%

93.1%

91.0%

84.5%

89.3%

0

※協定書の業務要求水準及び実績を記載し、評価については要求水準に達していれば３、達していなければ０としてください。

0
施設関係者と接する機会はごく一部の人に限られているが、満足度が85％
未満（84.5％）だったため、改善点がないか検討を要する。

3

385%

30,000人

評価

3

3

（１）施設設置目的の達成度

（２）協定書に記載した業務要求水準の達成度　＜達成　３点、未達成　０点＞

（３）収支の改善状況

評価基準

改善を要する点（何を、いつまでに、どのように）

「市民の健康増進及び福祉の向上を図る」という総合福祉センターの設置
目的を十分に理解し、市の方針に基づく管理運営が行われており、市民の
健康増進及び福祉の向上に貢献している。本年度も施設利用者アンケート
調査を実施し、調査結果をもとに利用者サービスの向上に努める。

改善を要する点（何を、いつまでに、どのように）

改善を要する点（何を、いつまでに、どのように）

天候の不順等により多目的広場の利用者が減少したため、要求水準の
30,000人に届かなかった。

01

0

2

黒字である。

収支均衡している。／前年度より収支差額が縮小(改善)している。

赤字である。／前年度と同等の収支差額である。

大幅な赤字である。／前年度より収支差額（赤字）が増えている。

2

1

0

評価

評価
3

点数

評価基準

設置目的を達成できている

設置目的をほぼ達成できている。

設置目的を一部達成できていない。

設置目的を達成できていない。

収入も微増であるが、消費増税の影響等により収支差額は増えてしまっ
た。
管理運営費については、施設運営をしていく上で必要最小限の内容であ
り、指定管理側の努力によって削減等も図られている状況であったが、指
定管理者には、より一層の効率的運営を求める。しかし、サービス低下に
繫がらないものとし、併せて利用料金制度の導入に関して、施設の設置目
的を阻害しないことを条件に引き続き検討をする。

点数

3

Ⅳ　担当課による評価

3



Ⅴ　その他自由意見

2 万全とは言えないが、事故等が発生する確率は低い。

21 安全対策・危機管理体制は整っているが、昨年度事故等が発生している。

0

1 本施設の指定管理者として、やや劣っている。改善を要する。

0 本施設の指定管理者として、著しく劣る。適当でない。

（５）本施設（事業）の継続性と行政の関与について

（６）総合評価

点数 評価基準
評価

改善を要する点（何を、いつまでに、どのように）

3 本施設の指定管理者として、特に優れている。最適である。

市民の健康増進及び福祉の向上を図るという当施設の設置目的の達成の
ため、市の方針に基づく管理運営が行われている。今後は、指定管理者に
はより一層の効率的運営を求める。

2 本施設の指定管理者として、問題はなく適当である。

3

改善を要する点（何を、いつまでに、どのように）

市民の健康増進及び福祉の向上を図るという当施設の設置目的に照ら
し、高齢者・障害者の支援や児童・生徒の健全育成に関わる使用の際には
利用料の減免なども必要になっている。また、広く市民に使用してもらい、
その目的を達成することが第１とするため料金改定は出来ないと考えられ
る。しかし、当施設は、学校の跡地利用であるため、今後大小問わず各所
に修繕が必要となることも考えられるため、その費用の膨張も含め、行政
の関与は必要になる。

改善を要する点（何を、いつまでに、どのように）

施設の耐震性能については、二次部材について、耐震化がされていない
が、危険な状況ではない。
施設利用者からの事故報告などは受けていない。緊急時の連絡体制、地
震発生時の措置、不審者・不審物の措置及び急病人・けが人発生時の措
置のなど、危機管理マニュアルは作成されている。

点数 評価基準
評価

3 利用者の安全対策や危機管理体制は万全である。

点数

民間が実施できる事業であり、行政が実施しなくてよい。
（施設の貸付、売却、譲渡、独立採算制などを検討）

利用者の安全対策や危機管理体制に不備があり、改善が必要である。

3

（４）安全対策・危機管理体制など

2

21

0

民間が実施できるが、行政の関与が必要である。
（直営化、一定額指定管理料制度など）

現在の指定管理で良いが、大幅な経営改善が必要である。
（独立採算制、一定額指定管理料制度への移行など）

民間では実施できない、担い手がいないため、行政がやるべきである。
（直営化、収支差額補てん型指定管理者制度など）

評価基準

評価

22合計
／33
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